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主として国交省基準整備促進事業「E18既存建築物の実用的な省エネ性能診断法・評価法に関する検討」、
令和6年6月発行の部分断熱等実証委員会成果に基づき

出所： https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001889828.pdf https://www.mlit.go.jp/common/001751997.pdf https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf

部分断熱等改修のすすめ
－部分断熱改修の実例と効果－

住宅・建築ＳＤＧｓフォーラム第 59 回月例セミナー 2026.1.23

北海道斜里町 天に続く道 

１．改めて考えるストック改修

２．住宅省エネ改修 国の動向
基準整備促進事業E18、部分断熱等実証委員会への展開

３．部分断熱改修住宅の実例と効果
主として部分断熱等実証委員会の取組みから

４．既存住宅改修の社会定着のために

本日の主な内容
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１．改めて考える住宅ストック改修

出所：国交省社会資本整備 審議会 住宅宅地分科会第52回（2020年6月26日）資料

住宅ストック５３６０万戸のうち
新耐震以降の３８００万戸

↓
そのうち

・そのまま使える住宅は？
・直すなら どう直すか？

ストックの現状

住宅ストック(約5,000万戸)の断熱性能の推定
（令和元年度 国交省推計）

等級４以上 １３％

等級３程度 ２２％

等級２程度 ５６％

無断熱 ２９％

１．改めて考える住宅ストック改修

２０１４年以降
世帯年収と取得住宅

・新築か既存か・・
既存戸建か共同か

↓
世帯年収と強い関係性

出所：国交省社会資本整備 審議会 住宅宅地分科会勉強会第１回（2019年11月29日）資料

新築か改修か－１ 年齢と床面積
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１．改めて考える住宅ストック改修

出所：国交省社会資本整備 審議会 住宅宅地分科会第54回（2021年1月18日）資料

国交省住まいに関する意識等に関する調査 （インターネット調査）

令和２年10月実施

【調査対象】
N=3000

20％ 単身
25％ 夫婦
35％ 夫婦＋子供
20％ それ以外

・既存住宅でもいい：新築がいい＝ １︓３
・既存住宅を希望しない理由
老朽化
耐震性
省エネなど居住環境性能への不安

既存住宅改修市場は今後も拡大

新築を希望しない理由
 コスト、安定的資産価値
 一時的住まい・売却
 エリア など

新築か改修か－２ その理由

観光資源の継承を目的としたある取組み１．改めて考える住宅ストック改修

外観 大正11年築 2023.4

平成４年 函館西部地区 歴史的伝統的建造物
改修にかかわって

外観はそのまま、暮らしもそのままで、
如何に省コストで、ひとを定住させるか

↓

たどりついた答えは
内張り断熱工法＋設備改修による部分空間改修
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部分空間改修

全体空間改修
気密改修 断熱改修

開口部改修

１．改めて考える住宅ストック改修 全体改修と部分改修（部位か空間か）

断熱改修

開口部改修

できる部位だけ改修 できる空間だけ改修

気密改修なし

気密改修なし

できる場所だけ改修

超高齢・人口減少時代を見据えると１．改めて考える住宅ストック改修

50才

平均年収560万円 ▼定年

▼再就職

300万円
年金生活
240万円

60才 65才

光熱費

本当は・・

年収の推移に対して水光熱費は
どうあるべきか？

暮らし・収入の変化にあわせ
如何に省コストで、ひとが住まいつづけるか

↓
その有力な答えとして

断熱改修＋設備改修による部分空間改修
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2050年に向けたストック改修戦略２．住宅省エネ改修 国の動向

出所： 国交省社会資本審議会資料

民生部門の基本方向
・新築住宅の先行
・ストック省エネ改修の推進

２．住宅省エネ改修 国の動向 「残念ながら使わない」から「使える評価方法」へ

改修ローン減税・長期優良住宅化リフォーム事業、エコポイント等、この十数年間の経験と
知見も踏まえ、 たどりついた「診断システム」を基に部分改修の実証事業を展開

当該住宅の性能把握のための診断ステップの度、診断・検査に 時間とお金をかけるほど、
性能が低下する（ことが多い）既存住宅評価の現実 →なかなか動機付けにならない

事前検討時
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２．住宅省エネ改修 国の動向

一方で、実用的な省エネ評価方法提案を主目的に 国交省基準整備促進事業 E18を展開

「既存建築物の実用的な省エネ性能診断法・評価法に関する検討（R４～６年度）」

「使わない評価方法」から「使える評価方法」へ

検討体制

出所：https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001889828.pdf

国交省基準整備促進事業 E18既存建築物の実用的な省エネ性能診断法・評価法に関する検討
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001889828.pdf
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国交省基準整備促進事業 E18既存建築物の実用的な省エネ性能診断法・評価法に関する検討
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001889828.pdf

最終的成果：住宅版及び非住宅版WEBプログラムを用いた
既存建築物の性能評価システムを提案

２．住宅省エネ改修 国の動向

現在 国交省社整審で検討中の

「今後の住宅・建築物の省エネルギー
対策のあり方（第四次報告案）」 の

概要案

【R7年末パブコメ用公開資料】

「使わない評価方法」から「使える評価方法」へ

出所：https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001889828.pdf

既存建築ストックの省エネルギー化等

・部分的、効率的な省エネルギー化の推進

・効果的な誘導策の推進

・見える化、性能表示の検討、定着
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３．部分断熱改修住宅の実例と効果 報告書内容

出所：https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001751997.pdf

２００ページ

１５ページ

消費者向けガイドブック

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 R２～５年度 国交省部分断熱等実証事業概要

事業概要 Ｒ２～３年度 制度スキーム検討
Ｒ３～５年度 公募・事業実施

出所：部分断熱等実証委員会 事業者公募説明会用資料
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３．部分断熱改修住宅の実例と効果 改修メニューと事業対象住宅

出所：部分断熱等実証委員会
事業者公募説明会用資料

12戸の住宅属性

等級５相当 山形、東京、横浜 ３戸

等級４相当 山形、東京、大阪、石川 ４戸

窓+１部位以上 等級４相当

仙台、埼玉、愛知、滋賀、石川 ５戸

全部位を改修した
部分空間改修

一部部位を改修
した部分部位改修

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf Ｐ１２１～１２２

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 改修住宅12戸の概要

寝５ 生５ 生４ 生４ LDK４

生５ 生４ 生４ 寝５部位４ 部位４

部位４
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３．部分断熱改修住宅の実例と効果 改修目標とプロセス

出所：https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf Ｐ１７ Ｐ８

部分断熱改修の手順
部分断熱改修の目標

をどこに設定するか

（１）現在と同程度の光熱費を維持しながら

温度環境を向上させること

（２）現在と同程度の温度環境を維持しながら

光熱費を削減すること

（３）温度環境の向上と光熱費の削減を

両立させること

防湿気密化なき断熱住宅における「見えない湿害」の発生機構を知ることが肝要

まず現況の確認-１３．部分断熱改修住宅の実例と効果
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どこから「湿害確認：木材腐朽・材料汚損、著しい結露痕」の効率的に確認するか

第一段階
・小屋裏空間
・床下空間

第二段階
・南側外壁の出入り隅

第三段階
・水回り空間の外壁

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 まず現況の確認-２

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf P22～24

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 躯体・断熱仕様等の確認方法
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出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf Ｐ８ Ｐ１０

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 改修方針 部分断熱区画などの決定

【2-2】部分断熱改修区画決定の際のアンケート調査-1

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 改修方針 部分断熱区画などの決定

【2-３】部分断熱改修区画決定の際のアンケート調査-２

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf Ｐ１１ （詳細はP129～143） P65～66
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３．部分断熱改修住宅の実例と効果 部分改修エリアの決定‐事例１

出所：https://www.mlit.go.jp/common/001751997.pdf Ｐ３

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 部分改修エリアの決定‐事例２

出所：https://www.mlit.go.jp/common/001751997.pdf Ｐ４

13

2026年1月23日　住宅・建築SDGsフォーラム第59回月例セミナー配布資料（一財）住宅・建築SDGs推進センター（IBECs）＊不許複製・禁無断転載＊



３．部分断熱改修住宅の実例と効果 部分改修エリアの決定‐事例３

出所：https://www.mlit.go.jp/common/001751997.pdf Ｐ５

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 改修メニューと事業対象住宅

出所：https://www.mlit.go.jp/common/001751997.pdf Ｐ６
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出所： https://www.mlit.go.jp/common/001586403.pdf P26～３４

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 断熱計画の決定 主要３ルート

○ 仕様基準ルート（１）：断熱材の熱抵抗（R 値）の基準・開口部の熱貫流率（U 値）の基準に基づく評価

○ 仕様基準ルート（２）：部位の熱貫流率（U 値）の基準に基づく評価

○ 標準計算ルート ：熱的境界内外の熱の出入りを表した指標（U 部分値）に基づく評価

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf P177～185

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 部分断熱改修時の部分UA値の算定方法
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３．部分断熱改修住宅の実例と効果 温熱環境・エネルギー調査概要

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf P160 Ｐ120

実証事業で実施した

調査内容

改修前後 放射環境（表面温度）の改善
#3（神奈川県横浜市）の住宅の場合

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 事例紹介１

出所：https://www.mlit.go.jp/common/001751997.pdf Ｐ７～８
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３．部分断熱改修住宅の実例と効果 事例紹介２

出所：https://www.mlit.go.jp/common/001751997.pdf P９～10

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf P157

改修前後 上下温度差の改善 改修前後 最低室温の改善

上下温度分布は10 住宅中７住宅での改善 最低室温は12 住宅中10 住宅で改善

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 検証結果‐１
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改修前後 暖房期の水光熱費改善 改修前後 暖房団らん時の服装変化

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf P158 P159

暖房期の光熱費は12 住宅中10 住宅で削減
増加した#11（愛知県）はエアコンとガスファンヒーター併用

殆どの住宅で着衣量が減少
#3（神奈川県）は昼間着衣量が0.3clo 値（2.7℃相当） 減少
#8（石川県）では夜間着衣量が0.7clo 値（6.3℃相当）減少

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 検証結果‐２

改修前後の温熱環境に対する満足度

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 検証結果‐３

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf P161
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３．部分断熱改修住宅の実例と効果 検証結果‐４

改修空間の範囲と性能水準の関係

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf ｐ１０２

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 予想を超える改修効果があった住宅概要

生活空間を対象とした「等級４あるいは５相当」への改修

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf P103～105
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■結果の概要 ・改修面積・部位比率の比率が低いほど改修効果は低い

・現在と同程度の光熱費を維持しながら、温度環境を向上させる

等級４（省エネ基準）相当以上

・現在と同程度の温度環境を維持しながら、光熱費を削減する

等級４（省エネ基準）相当以上

・温度環境の向上と光熱費の削減を両立 等級５（誘導基準）相当

■改修効果が不十分だった住宅属性

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 改修効果が不十分だった住宅の特徴

これらの住宅は、寝室を中心とした改修。

1 日の暖房使用時間は改修室は短時間（0.5～2ℎ）、非改修室が長時間（12～15ℎ）

しかも、改修室と非改修室の往来がかなりある
出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf P116～118

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 改修効果が不十分だった住宅概要

「一室等（寝室等）」を対象とした「等級５相当」への改修

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf P112～113
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断熱区画の空間形状
と空調機器の位置

断熱区画の隣室空間と関係性
（生活空間・機能）・・ひと・ペット

↓
滞在時間の長い空間を対象にすべき

計画と実態が伴っていない

↓
空調機器の特性を踏まえた

機器配置・計画になっていない

■主な要因と対応策

３．部分断熱改修住宅の実例と効 改修効果が不十分だった住宅から考える対応策

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf P116～118

改修方針(熱的境界・改修範囲・断熱性能水準・防露措置)に関するチェックリスト

出所： https://www.mlit.go.jp/common/001766932.pdf P71～72

３．部分断熱改修住宅の実例と効果 改修効果を最大化するためのチェックリスト
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４．既存住宅改修の社会定着のために 多様な気候風土・住宅・工法への適応

新築の政策誘導・基準 ： 「現代の一般的住宅対象」である程度対応可能
既存の政策誘導・基準 ： 多様なストックに対して「新築の準用」では限界

新築

小規模改修

大規模改修
増改築

改築

２０年前に土壁住宅事業者から聞いた「地域で営んできた住宅業」
↓

ヨーロッパ型住宅生産と類似

第一世代 第二世代 第三世代 第四世代

ライフステージに合わせた生活空間の建築力＋設備力向上（機能向上）改修

４．既存住宅改修の社会定着のために 「住まいと産業継承」戦略
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新築ベースではない
既存ならではの体系があるはず

住宅改修の多様性を考えるとき、改修ならではの自由度が不可欠。
新築準用ではない「大らかで確かな実感ある改修基準」が必要

多様性にどう対応するか

新築住宅 既存住宅
＋改修

目標像

基準

評価

技法
ただそれを実現するために

大切なことは

実務者（性善説ではない）の確かな見識と技術力が必要

誘導のための望ましい基準体系４．既存住宅改修の社会定着のために

大切なことは

その住宅に適した改修（高断熱化）技法を

どう考えるか

４．既存住宅改修の社会定着のために

〇〇住宅工法、
◇◇断熱工法に

こだわらない

社会定着のために重要なこと

 現況が劣化しているか否か・・それをしっかり確認することが
脱「スクラップ＆ビルド」の鍵

 確認の上、環境物理原理・現象に基づき、ムダのない合理的な方法論
を考え、実践することが社会定着の鍵
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ストック改修は、地域定住・地域再生の切り札
脱炭素に向けた民生部門の最も重要な対策

その確実な社会定着のために重要なことは
「住まい手の必要」を基に、「うそのないものがたりと住宅づくり」ができるか
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